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内容の要旨及び審査の結果の要旨

小腸の機能に腸内細菌の進入や種々の化学的または物理的刺激に対する粘膜上皮の防御機能がある。ま

た，複合糖質は生体内に広く分布し，その中でも糖蛋白は腸管粘膜の防御機構に関与している。一方，プ

ロスタグランヂンは多くの組織において同定されており，その酸分泌抑制及び抗潰瘍作用については早く

から注目されてきた。しかし，温阻血時の小腸粘液と粘膜の糖蛋白組成の変化および粘液分泌動態に対す

るプロスタグランヂンの関与は明らかでない。そこで本研究では，小腸阻血前後の粘膜糖蛋白組成の経時

的変化と，粘膜障害の軽減を目的としたプロスタグランヂン、（prostaglandinE1，ＰＧＥ！）投与前

後の変化を検討した。

対象および方法は，雑種成熟イヌを用い，上腸間膜動脈と上腸間膜静脈を残し，小腸の口側と肛門側を

結紮切離し，無作為に対照群，阻血群とPGE,投与群に分けた。阻血群は上陽間膜動脈と上陽間膜静脈

を血管鉗子で遮断し，解除後に血流を再開通させた。ＰＧＥ,投与群では血流再開直後よりＰＧＥ，を投与

した。阻血開始前と再灌流後経時的に凍結下粘膜剥離法にて粘膜を採取し，グルコサミン，ガラクトサミ

ン，シアル酸，ATP，ｃＡＭＰを測定した。再灌流後門脈血中エンドトキシンを測定した。また，ＰＡＳ染

色，ＨＥ染色を施し組織学的変化を検討した。

得られた結果は以下のごとく要約される。

１．小腸の温阻血と再灌流により粘膜組織中の，ガラクトサミン量は有意に減少し，シアル酸も有意に減

少した。またＰＧＥＩ投与によりグルコサミン量は有意に増加した。

２．小腸の温阻血と再潅流により小腸粘膜組織中のＡＴＰとｃＡＭＰは有意に減少したが，ＰＧＥ，投与群

では有意に増加した。

３．門脈血中エンドトキシンは，阻血群では対照群に比し有意に増加したが，ＰＧＥI投与群では阻血群に

比し有意に低下した。

４．組織学的には，阻血群では杯細胞や中性糖蛋白も疎らであり，また，絨毛の短小化，梶棒状肥大が認

められた。ＰＧＥＩ投与群では，杯細胞の減少も絨毛の変化も軽度であった。

以上本研究は，小腸の温阻血と再潅流による粘膜障害として，粘液と粘膜を構成する糖蛋白量が減少し

た事を明らかにし，また，ＰＧＥIの投与は糖蛋白の生合成を促進させることにより粘膜障害を軽減した事

を明らかにした点で，消化器外科学上価値ある労作と認められた。
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